
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

しょくたくマイト

コート

ロマネスク

ロマネスク

11

人形

12

煉獄

11
料理

買い物

紺碧の星空

赤から黒へ

青空を背に

空の色

血の繋がった家族はいないが、あなたには孤児院に共に暮らす家族がいた。 楽しみなんて多くはなかったが、 共に星空をみたり、古びた星座図鑑をみて笑いあったのは、覚えている。

銃声、人々の悲鳴。 君達を見下ろすガラス張りの部屋のガラスが、斑な赤色に染まったのを覚えている。 そしてその直後、視界が真っ暗になったのだ。

施設の電気が全て落ち、真っ暗闇の中、貴方は怯えながらじっと耐えた。 部屋の外からは銃声、人の叫び声。 そして、貴方達の居る部屋の壁が、突然爆破された。 差し込む光は、久しく浴びていなかった外の光。 そして、壁にあいた穴のむこうから、貴方達に手を差しのべる人がいた。

彼等に救われて、乗り込んだ軍用ヘリ。 記憶は曖昧で、薬に犯された思考で、それでも彼等は嬉しそうにしていたのを覚えている。  だが、激しい衝撃と光、そして熱が全てを掻き消した。 「なんだ、こんな攻撃は予定にはなかったぞ」 「目がみえない、何がおきた！？」 「ヘリが炎上してるぞ！　消火器、消火器をはやく」 「だめだ、墜落する……！」 「脱出を！」 「高度が足りなすぎる、これじゃあパラシュートがあっても……」 焦るような声と、何かの焦げる臭い。 そして、一人が意を決したように言った。 「――アンデット化されている、この子達なら……高度不足の衝撃にも耐えられるんじゃないか？」  手を引かれ、投げ出されたのは中空。 ただ、逆光でよくみえなかった彼等の姿と、炎え上がる機体、遠くなっていく空が、酷く網膜に焼き付いている。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

対象の「ラピッド」「ダメージ」「ジャッジ」1つの効果を打ち消す。

2

転倒

改造パーツ3 +1

1

支援 2

白兵、肉弾ダメージ+2

移動 1

妨害 2 何度も使えるけど1判定に1回

白兵攻撃 2 防御無効、命中したら移動 1させていい。
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